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人権擁護法案に異議あり！！ 
大衆的なとりくみで、抜本的修正を求めよう 

 

法案に異議あり 
抜本的修正を求め最大限の努力を 
 「異議あり！ 人権擁護法案 緊急アピール行

動」を４月２３日午後、東京・全共連ビルでおこ

なった。これは、「部落解放基本法」制定要求中央

実行委員会が主催したもので、「人権擁護法案」を

このまま成立させることはできない、抜本的修正

を求める立場の国会議員、メディア、人権ＮＧＯ

の代表１００人が参加した。 

国会での情勢が報告された後、民主党、社民党

の国会議員の代表についで、日本新聞労働組合連

合、人権フォーラム 21、日本ペンクラブの代表が
それぞれの立場から抜本的修正、反対の意見を表

明、参加者一同で「緊急アピール」を採択した。 

 開会あいさつで組坂繁之・実行委副会長は、法

案の抜本的修正を求め最大限の努力を積み重ねる

が、それがだめなら断固反対の腹を固めざるを得

ない、と訴えた。情勢報告にたった高橋正人・事

務局長は、参議院先議で連休明けには法務委員会

での審議が始まる、との日程を示し、院内外で大

衆的とりくみで世論を作り抜本的修正を求めてい

きたい、と行動をよびかけた。 

 畑衆・新聞労連委員長、山崎公士・人権フォー

ラム 21事務局長、関川夏央・日本ペンクラブ人
権委員会委員長が、それぞれ法案の問題点を指摘

し、ともにとりくみをすすめることを明らかにし

た。 
 
 
 
 
 
 
抜本的修正にむけ協力を要請 
 「人権擁護法案」の趣旨説明が、４月２４日午

前、参議院本会議でおこなわれ、民主党の福山哲

郎・議員が代表質問をおこなった。これで参議院

法務委員会での論議が始まることになる。 

 こうした情勢を受け、２３日午前、衆議院第２

議員会館で組坂委員長、高橋書記長は民主党の中

野寛成・部落解放推進委員長、江田五月・党法務

ＮＣ（ネックストキャビネット）大臣、社民党の

中西績介・部落解放運動推進委員長と会い、部落

解放同盟の「人権擁護法案」にたいする見解を説

明するとともに、野党が法案の抜本的修正を求め

る立場から結束することを要請した。 

 要請を受けた両党は、政府案の大綱として作成

した民主党の大綱をもとに修正案を作成するな

ど、自由党にも働きかけながら院内で活動するこ

とを約束した。 
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